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は じ め に
　美術史と音楽史とは互いに分身のような学問である。また音楽と美術に同時
に才能を発揮する芸術家もいて、ゲーテ時代に活躍したドイツの女流画家アン
ゲリカ・カウフマン Angelika Kauffmann（1741-1807）が描いた 1791 年の自
画像《音楽と美術の間で逡巡する自画像》（ノステル修道院、ウェイクフィー
ルド）（図 1）1）には、両者の間でどちらの才能を優先すべきかを迷う芸術家の



































生した 15 世紀のイタリアや、絵画の黄金期を迎える 17 世紀のオランダにおい
てはまず美術が花開き、その時代の終わりに音楽が中心的な役割を果たす。と
 2） G. Adler, Der Stil in der Musik, Leipzig, 1911.
 3） C. Sachs, >Barockmusik< , in: Jahrbuch Peters, Leipzig, 1919, 7-15.
 4） R. Hammerstein, Musik und bildende Kunst. Zur Theorie und Geschichte ihrer Beziehungen, 




























 6） Hammerstein, 1984, 12.
 7） MGG, Sachteil 6, 1321.
 8） Hammerstein, 1984, 25-26. 歴史的に復元された楽器ならびに古楽器を用いた演奏
法とその意義については、木村佐千子『古学の演奏と演奏習慣―その歴史と実態、
現代的意味について―』 獨協大学「ドイツ学研究」 第56号、 57-85頁を参照のこと。
 9） 音楽図像学が特に重視するのが、テキストが含まれる写本挿絵である。中でも『詩篇』
と音楽の関係については T. Seebass, Musikdarstellung und Psalterillustration im frühen 
Mittelalter, 2 Bde., Bern, 1973 を参照のこと。
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ターニッツ Emanuel Winternitz（1898-1983）を中心に研究は進み、1972 年に
はハワード・マイヤー・ブラウン Howard Mayer Brown（1930-1993）が 1800
年以前に成立した絵画の中で、楽器を扱っている作品のカタログ化を図ってい
る11）。1984 年には音楽図像学専門雑誌『IMAGO MUSICAE』がオーストリア











10） A. Jaschinski (E. Winternitz), Engelmusik-Teufelmusik, in: MGG（= Die Musik in 





11） H. M. Brown, Musical Iconography: A Manual for cataloguing Musical Subjects in Western 
Art before 1800, New York, 1972.
12） Hammerstein, 1984, 26-28.
13） H. M. Brown, Iconograpy of  music, in: The New Grove Dictionary of  Music and Mu-
sicians, vol. 9, 1980, 13. ここでブラウンは「音楽学者が楽器学のための資料として
のみ（絵画に）関心があったとしても、絵画作品は注意深く扱われなくてはならない。
どの絵画も現代的な意味での（楽器復元のための）資料として使用する前に、その

























Seebass, Musikikonographie, in: MGG, Sachteil 6, 1321.）としている。
14） E. Dhanens, Hubert und Jan VAN EYCK, Antwerpen, 1980, 77, Abb. 45.




























トとヤンという二人の兄弟によって制作されたこと、1432 年 5 月 6 日に聖堂に奉
納されたことを知る事ができる（Dhanens, 1980, 374）。
18） この祭壇画が奉納された 5 月６日は福音書記者ヨハネがローマのラティナ門で殉教
した日にあたる。1432 年の同日、フィリップ善良候の息子がヨース Joos という名
でヨハネ教会において洗礼を受け、名付け親になったヘントの市民ヨース・フェイ
ト Joos Vijd がこの日を記念して《ヘントの祭壇画》を寄進した（G. Pochat, Bild-
Zeit. Zeitgestalt und Erzählstruktur in der bildenden Kunst des 14. und 15. Jahrhunderts, ARS 
VIVA Bd. 8, Wien, Köln, Weimar, 2004, 141）。


























19） E. Panofsky, Die altniederländische Malerei, Köln, 2006, 214.



























パ中世美術講義』　岩波セミナーブックス 82、岩波書店、2001 年、208 頁）。
23） デューラー『ネーデルラント旅日記』前川誠郎訳、岩波文庫、2007 年、146 頁。
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3．《ヘントの祭壇画》の「奏楽の天使」
　それでは改めて「奏楽の天使」たち（図 5/6）が設置されている上段パネル
























25） Exh. cat. The Road to Van Eyck, Rotterdam, 2012, 60, Nr. 3C.



























27） Ibid., 104, Nr. 19.
28） Dhanens, 1980, 354, Abb. 219.
29） Exh. cat. 2012, 152, Nr. 18. 





























の楽器になり得たのかという論考については P. Wilson, The organ in western culture, 
750-1250, Cambridge University Press, Cambridge, 1993 を参照のこと。
















は「神への歌、恒久なる賛歌、感謝の行為」（Melos Deo. Lays p[e]r hen[n]is. 
Gra[tia] r[um] a[ct]io）という文言が入っている。右には『詩篇』第 150 編 4
節の句「弦と 管
パイプ










32） Dhanens, 1980, 379.
33） 越、2001、190-194 頁。
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従って、古代風の水力オルガン「ヒュドラウリス organum hydraulis」が『詩篇』
第 70/71 編（fol. 40）、150 編（fol. 83）、151 編（fol. 91）の三カ所に描かれて























で―』獨協大学「ドイツ学研究」63 号、2010 年、3-4 頁）。
35） ヒュドラウリスはカロリング朝においてある種の「機械工学 ars mechanica」とし
て唯一権威づけられた楽器であった（Wilson, 1993, 160）。
36） Stuttgart, Württembergische Landesbibliothek, Cod. bibl. fol. 23, 163v. サン・ジェ
ルマン・デ・プレ、830 年頃制作。
37） 9 世紀の写本以外にも《ヘントの祭壇画》と同様にオルガンを正面から描き、演奏
者を斜め後ろから描く図は 1290 年のフランドルのアンティフォナール（Baltimore, 

















トランド詩篇 Rutland Psalter』（London, British Library, Add62925, fol. 93v）にも
見られる。いずれの挿絵にもオルガンの背後についたフイゴで楽器に空気を送り込
む従者の姿がある。
38） G. Corinth, Eine spielfähige Rekonstruktion des gotischen Positives vom Genter Altar, ISO 
yearbook, 1991, 6-38.




40） 筆者は 2013 年 9 月にヴィンデスハイムのオーバーリンガー・オルガン製作所
Oberlinger-Orgelbau GmbH が所有するオルガン博物館のポジティブ・オルガン
とマインツのギュッツ・コリント博士が主体となって復元した楽器（個人蔵）を実
地で見学し、演奏を聞くことができた。ここに記して Dipl.-Ing. Wolfgang Ober-
linger ならびに Dr. Götz Corinth の両氏に謝意を表したい。
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スハイムのオルガンは最前列のパイプ Prospektpfeife が 16 本しかなく、31 の
鍵盤が左右対称に配された復元案である。一方マインツの個人像の楽器はファ



















出したものの（Corinth, 1991, 10-14, fig. 1, 2, 3）、楽器全体のプロポーションはむ
しろヴィンデスハイムのオルガンの方が祭壇画に近いという結果になった。
43） G. Corinth, Akustische Untersuchungen an der strengen Rekonstruktion einer gotischen Klein-
orgel (Vortrag bei der Tagung der Deutschen Gesellschaft für Akustik), Dresden, 
2008, 6.
44） Corinth, 1991, 17, fig. 7.
45） Corinth, 1991, 16, fig. 6.
46） Corinth, 1991, 14-15, fig.4; 2008, 4, fig. 4.
47） J. R. J. van Asperen de Boer, A scientific re-examination of  the Ghent alterpiece, in: Oud 





















48） Corinth, 1991, 21, fig. 12.
49） 木村、2010、5 頁。
50） Corinth, 1991, 24-25, fig.15. 砂型鋳造によるパイプの具体的な製法に関しては、コ
リント論文の付録 Appendix の 36-38 に詳しい。コリントはその製法が 1780 年の
ディドロとアランベールによる『百科全書』（782-783 頁）に掲載されていること
を突き止めた。手前が錫になることで、パイプの音量も大幅に改善されるという。 
51） Corinth, 2008, 6.
52） プロスペクトとは、オルガンの建築的、そしてしばしば絵画的にも装飾されたオル
ガン全体の概観をいう。
53） Lexikon der Orgel. Orgelbau- Orgelspiel- Komponisten und ihre Werke- Interpreten, hrsg. von 
Hermann J. Busch und Matthias Geuting, Köthen, 2007, 611-628.
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　《ヘントの祭壇画》に関して詳細な研究を行ったエリーザベト・ダーネンス












les de Binchois（1400?-1460）である。バンショワは 1400 年頃に現在のベルギー
のモンスで生まれ、1460 年にソワニーで亡くなったフランコ・フラマンの作
曲家である。バンショワは 15 世紀を代表する音楽家ジョン・ダンスタブル
John Dunstable（1390?-1453） と ギ ヨ ー ム・ デ ュ フ ァ イ Guillaume Dufay

















タン・ル・フラン Martin Le Franc による 1451 年の世俗写本《貴婦人の擁護






58） D. Fallows, Gilles de Binchois, in: The New Grove Dictionary of  Music and Musici-
ans, vol. 2, 710. 
59） Dhanens, 1980, 182, Nr. 125.
60） E. Panofsky, Who is Jan van Eyckʼs “Tymotheos”?, in: Journal of  the Warburg and 
Courtauld Institutes, xii, 1949, 80; Die Altniederländische Malerei. Ihr Ursprung und We-
sen, Bd. I, Köln 2001 (Early Netherlandish Painting, Harvard University Press, Cam-
bridge, 1953), 154-155, 194. 今日ではティモテオスが手にしている文書が音楽家のア
トリビューションとなる楽譜ではないことと、碑文が彫られた半身像の構図が故人
を偲ぶ肖像画である可能性があることから、バンショワ説は否定されている。
61） Philipps, 1997, 74.
62） ポルタティフ・オルガンは「教会」を象徴し、ハープはダヴィデ王の楽器であるた
め、楽器の中でも格が高い特別な地位が与えられていた（H. M. Brown & S. Sadie, 
Performance Practice: Music before 1600, New York, 1989, 99）。この組み合わせはデュ
ファイとバンショワの肖像以外にも 1460 年に制作された写本『養生訓 Regimen sani-




で描かれており、楽器の下には《ゲントの祭壇画》と同様に『詩篇』第 150 編 4 の
詩句が書かれている。





















63） W. Dithey, Der entwicklungsgeschichtliche Pantheismus nach seinem geschichtlichen Zusammen-
hang mit den älteren pantheistischen Systemen. Gesammelte Schriften, vol. 2, 324.
64） L. Behling, Die Pflanze in der Mittelalterlichen Tafelmalerei, Weimar, 1957, 45; 越宏一「ナ
チュラリスティックな植物表現の成立―デューラー前史・総論」明治学院大学言




























66） The Illustrated Bartsch VI. 269, 175.
67） Exh. cat. Vermeer and Music. The Art of  Love and Leisure, National Gallery Company, 
London, 2013, 9.  17 世紀のオランダになると、音楽を奏でる男女が描かれた絵画が
大人気を博す。その数は「風俗画」を主題とする絵画の約 30 パーセントを占める
程だったという。




　15 世紀を代表する音楽理論家ヨハネス・ティンクトーリス Johannes Tinc-
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学院大学言語文化研究所『言語文化』第 30 号、6-30 頁
木村佐千子『古学の演奏と演奏習慣―その歴史と実態、現代的意味について―』獨
協大学『ドイツ学研究』第 56 号、2006 年　
――――，『ドイツ語圏の鍵盤音楽（Ⅰ）―中世からウィーン古典派まで―』獨協大








































図 24　マルタン・ル・フラン《貴婦人の擁護者 Les Champion des Dames》「デュファイ
とバンショワの肖像」（fol. 98r） パリ、国立図書館（Ms. Francais 12467）　1451 年
図 25　《貴婦人と一角獣》のタペストリー「聴覚」　パリ、クリュニー中世美術館　1500
年頃
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„Die Musizierende Engel“ aus dem Genter Altar
von Hubert und Jan van Eyck
― Eine Analyse aus der Sicht der Musikikonographie
Aika AOYAMA
 Musikikonographie ist ein relativ neues Feld der Musikwissenschaft, das in en-
gem Kontakt zwischen Kunstgeschichte und Musikwissenschaft entstand.  Unter 
dem Einfluss von Aby Warburg（1866-1929） und seinem Schüler Erwin Panofsky 
(1892-1968) begann man in der Kunstwissenschaft Form und Stil einerseits und In-
halt andererseits als Gegenstand der Analyse auseinanderzuhalten.  Seither ist mit 
Ikonographie/Ikonologie die Erforschung des Bildinhaltes gemeint. 
 Bis zum Zweiten Weltkrieg lag das Hauptinteresse der Musikikonographie in 
erster Linie in der Realienforschung, die aus den Bildwerken Informationen über 
den Bau von historischen Musikinstrumenten und die Aufführungspraxis zu extra-
hieren versuchte. In der 2. Hälfte des 20. Jhs. beschäftigte sich die Forschung dann 
zunehmend auch mit anderen Aspekten der Verbildlichung von Musik und den 
Musizierenden. 
 Obwohl einer der wichtigsten Gegenstände der Musikikonographie die Werke 
der bildenden Kunst sind, wird dieser Forschungsaspekt in der heutigen Kunstwis-
senschaft, vor allem in Japan, nicht ausreichend beachtet. In der vorliegenden Ar-
beit soll gezeigt werden, wie das Ergebnis der Musikikonographie die Sicht der 
Kunstgeschichte erweitern kann, was sich am Beispiel der „Musizierenden Engel“ 
des Genter Altars aus dem Jahr 1432 gut darstellen lässt.
 Der Genter Altar ist ein gigantisches Werk, in dem das Schaffen der Brüder 
Van Eyck kulminiert.  Die Details des Werkes machten und machen es zu einem 
ausgezeichneten Studienobjekt in mehreren Fachbereichen, wie z. B. der Botanik 
auf  Grund der exakten und zahlreichen Pflanzendarstellungen.  Wegen der überaus 
genauen und detailreichen Darstellung der gotischen Positiv-Orgel in dem „Musi-
zierenden Engel“ setzten sich viele Musikwissenschaftler aus organologischen Inte-
ressen mit diesem Gemälde auseinander. In den 1980er Jahren wurden mit Hilfe der 
Arbeit verschiedener fachwissenschaftlicher Gruppen fünf  spielfähige gotische Or-
geln nach dem Gemälde rekonstruiert.  (Eine der rekonstruierten Orgeln ist im Or-
gel-Museum in Windesheim zu besichtigen).  Durch den ausführlichen Rekon-
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struktionsbericht von Dr. G. Corinth, einer der Forscher der Fachgruppen, lässt 
sich heute nachvollziehen, dass die Brüder Van Eyck ein erstaunlich detailliertes 
Wissen über das Instrument besessen haben müssen. 
 Der konkretere Bildinhalt des Gemäldes „Musizierende Engel“ des Genter Al-
tars lässt sich durch die Inschrift auf  den Bildrahmen der Tafeln feststellen. Dort 
werden die Texte aus dem Psalter zitiert, wo es heißt: „Lobet den Herren mit Sai-
ten und mit Orgel“ （Psalm 150, 4）.  In mehreren Psalter-Handschriften wurden be-
reits ab dem 9. Jahrhundert verschiedene Orgeln gemalt, wie zum Beispiel in dem 
Utrechter Psalter（fol. 83) oder dem Stuttgarter Psalter （Biblia fol. 23, f. 163v） aus der 
Karolingerzeit. Die Tafel des Genter Altares steht unter dem Einfluss der Bildtra-
dition der Psalter  Handschriften, in denen eine Orgel als das Hauptinstrument im 
Mittelpunkt des Psalters steht. 
 Am Ende des 15. Jahrhunderts zeigt sich aber eine deutliche Tendenz zur Sä-
kularisierung des Themas. Der Kupferstich von Israhel van Meckenem um 1500 
stellt keine Engel, sondern ein Ehepaar in seiner Wohnstube dar, das zusammen 
eine Portativ-Orgel spielt. Die Orgelspieler, die früher kirchliche Musik im Bild 
spielten, wechseln nun zu einer weltlichen Musik.
 Der Genter Altar lässt sich besonders mit seinen detaillierten Darstellungen 
wie z. B der gotischen Positiv-Orgel der Übergangszeit vom Mittelalter zur Neuzeit 
zuordnen und führte durch diese kompromisslose Beobachtung der Welt zu einer 
neuen Stilrichtung in der Malerei.
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図 26
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図 28
図 27
